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̶̶̶ 「̶本州最南端の町串本を紹介します」̶ ̶̶̶

この写真は私の高校の卒業アルバムにのっている写真です。（昭和34年）

美しい砂浜が串本湾を囲むように古座地方まで伸び、砂の中には紅貝があり波打ちぎわの砂は本当にきれいでした。その後松林の手

前から埋め立てられ、住宅、病院、ホテルが建ち、新しい国道42

号線が砂浜に並行して作られました。

しかし、この中央に写っているシュロの木は現在も残っています。私

は山本周五郎の小説、「もみの木が残った」にダブって感じました。

時代はその街の風景を変化させ、人 も々その変化とともに生活し

ています。

しかし、このシュロの木のように変わりなく、高く伸びてゆく姿に感動

をおぼえるこの頃です。

串本支部支部長　濱田宗彦

5/30（土）14:00～建築士会館3階会議室にて開催された和
歌山市支部研修委員会主催のカメラ教室に参加しました。講
師は写真家の照井壮平さん。最初の１時間はカメラの基本的
な絞りやシャッタースピード等について教えて頂き、その後は建
築写真の撮影に向いたカメラやレンズの選び方、被写体の捉
え方等幅広く教えて頂きました。質問コーナーでも熱心に答え
て頂き、あっと言う間に時間が過ぎました。参加者のカメラはコ
ンパクトカメラから一眼デジカメ、一眼フィルムカメラまでと様々
で教えるのはさぞ大変だった事と思います。照井先生ご苦労
様でした。コンパクトカメラしか持っていない方には少し難しい
ところもあったかも知れませんが、独学の知識のみで住宅等の
竣工写真を撮っている私にとっては大変為になる内容で、や
はり何事も基本が大切だと実感させられました。写真は奥が深
く、１回の講習では時間不足の為に知識的なお話のみで終
わってしまいましたので、是非2回目を開催頂き、実演にて撮影
テクニックの伝授をお願いしたいと思います。まぁ、知れば知る
ほど気づく写真の奥深さと玄人と素人の技術と感性の違い
に、竣工写真は是非プロの写真家にお願いしたいなぁと思っ
ていたりするのが本音なのですが。

和歌山市支部 山中 淳

「第3回お客様への魅力あるプレゼン方法」
～プロから学ぶ建築写真の撮り方～開催

6月21日に那賀支部（設計部会）でサントリーミュージアムにお
いて『対決。水の都 大阪VSヴェニス 水がつなぐ建築と
街・全プロジェクト』と題された展覧会に行ってきました。
テーマは“街づくり”で、市民一人々々が気持ちさえあれば誰で
も参加が出来、大きな資本に頼らずともその志で成し遂げたプ
ロジェクトを紹介し大阪の街を元気にしようと企画された展覧
会です。
当日は安藤氏本人によるギャラリートークも開催されるとあって
か、すごい人の数で賑わっていました。トークの内容は市民の
志の結晶、中ノ島ウォーターフロント緑化プロジェクト。
大阪大学と神戸大学の学生達が作成した大掛かりな１：３００
スケールの模型を前にして、2010年までに中ノ島周辺をメイン
に新たに3,000本を越えるサクラを植え、緑化を計る事業のお
話をしてくれました。その他、現在進行中である中ノ島の川に
隣接する建築物をツタで壁面緑化する事業の話、寄付金集
めの苦労話（1口1万円で52,000口集まったそうです）、はたま
た今の日本の状況や若者に対しての思い等、すごく面白く興
味深いお話でした。さすが関西人！と思わせる笑いのつぼも押
さえてあっという間に一時間が過ぎ終了。
最後に著書にサインが貰えるという事も有りミーハーと思いな
がらも自伝を買ってしまいました。
この展覧会は7月12日（日）まで行われています。間に合えば一
度足を運んでみてはいかがですか？ 那賀支部 中谷隆志

現在の串本湾

昭和34年頃の橋杭岩

昭和34年頃の串本湾

地震の時の避難階段
津波対策として串本町が補助金を出して平成15年に
完成しました。
平成16年1月に「防災町づくり大賞総務大臣賞」（当時
の大臣は現総理大臣 麻生太郎氏）を受賞し、平成16
年9月には「防災功労者内閣総理大臣表彰」を受賞、
串本町大水崎区長多屋氏が総理官邸（当時の総理
大臣 小泉純一郎氏）で表彰されました。
現在避難場所は串本町「さんご台」となっています。
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